テーマ：大日本帝国の成立―近代日本への旅立ち―

※サブテーマ：日本はなぜ欧米の植民地にならなかったのか？

○考えて欲しい事（テーマの説明）

 １９世紀後半、世界の大部分はヨーロッパ諸国の植民地となり、世界中で植民地にするための戦争と、植民地を取り合う戦争が起きていた。

　それまで世界でもっとも豊かで文明も進んでいたインドや中国が、ヨーロッパに征服されて植民地となり、資源も人も、外国のためにこき使われ、国土も外国のものになったに等しい状態となった。

　だがヨーロッパ諸国に植民地とされたアジアの中でただ一国、ヨーロッパの植民地とならず、ヨーロッパと対抗して独立を守った国があった。

　それが日本である。

　ではなぜ日本だけがヨーロッパの植民地にならずにすんだのか。

　この問題を、中国がヨーロッパの植民地になるきっかけとなったアヘン戦争を当時の日本人がどうとらえ、ヨーロッパと対抗するためにどうしたかを学ぶことを通じて考えてみたい。

　そして、その過程で日本という国はどうかわっていったのかということと、日本人の意識がどう形作られたのかということと、その結果どんな問題をかかえてしまったのかということを、あわせてかんがえていきたい。　

○今後の予定
１
江戸時代末の日本①幕藩体制の腐敗（大塩平八郎の乱）
教科書ｐ150・151

２
江戸時代末の日本②異国船を打ち払え（藩政改革）
教科書ｐ148・149

３
阿片戦争の衝撃
教科書ｐ169

４
なぜヨーロッパは強大なのか①（市民革命）
教科書ｐ154～159

５
なぜヨーロッパは強大なのか②（産業革命）
教科書ｐ160～163

６
日本はどう対応したのか
教科書ｐ178

７
ペリーの開国要求とその波紋
教科書ｐ178～181

８
きみならどうする（討論①）


９
改革の実際①（倒幕と明治維新）
教科書ｐ180～193

10
改革の実際②（自由民権運動と立憲政体の成立）
教科書ｐ196～205

11
改革の実際③（アイヌ・沖縄・朝鮮との関係）
教科書ｐ191・194・195

12
欧米の侵略はありえたのか？


13
明治維新はこれで良かったのか？（討論②）


14
レポートまとめ


15
教科書のまとめ


